
 

 
 

希学園 第 334 回 公開テスト 新小６理科 2020 年 3月 8 日実施 模範解答 制限時間 30 分 
 

 
 

１ 
 

⑴ イ ⑵ エ ⑶ ア ⑷ ウ 

 

⑸ イ ⑹ ウ ⑺ ウ ⑻ ア 

 

２ ⑵①～③各順不同完答 
 

⑴ ウ ⑵ ① イ，ウ ② イ，ウ，オ ③ ア，イ，オ 

 

⑶ ① ア ② イ ③ ウ 

 

３ ⑵⑷各完答 ⑶①24 時制指定  
 

⑴ ウ ⑵ ① ア ② ア ⑶ ① 12 時 12 分 ② ９ 時間 52 分 

 

⑷ Ｂ ア Ｃ ウ ⑸ エ ⑹ ア 

 

 

４ ⑹分数不可 
 

⑴ 10 cm ⑵ １ cm ⑶ 75 ｇ ⑷ 25 ｇ 

 

⑸ 19 cm ⑹ 7.5 cm ⑺ ４ ： ５ 

 

５ ⑷，⑺各分数不可 ⑸小数第１位指定 ⑺順不同完答 
 

⑴ イ ⑵ 21 ｇ ⑶ 40 ｇ ⑷ 2.7 ｇ ⑸ 8.3 ％ 

 

⑹ 13 ｇ ⑺ 33.5 ｇ 37.5 ｇ 

 

 

 
  
 
  
 

［配点］１：各 2 点×8 問＝16 点 ２～５：各 3 点×28 問＝84 点 計 100 点 

  



 

 
 

希学園 第 334 回 公開テスト 新小６理科 2020 年 3月 8 日実施 解説(2-1) 
 

  

２ 

⑴ウ カブトムシやモンシロチョウのように，単眼を持っていないこん虫もいる。 

⑵ ア～オのこん虫の特ちょうは以下の表の通りである。 

 カブトムシ オニヤンマ コオロギ モンシロチョウ アブラゼミ 

口の形 なめる口 かむ口 かむ口 すう口 さす口 

さなぎの時期 あり なし なし あり なし 

冬越しの状態 幼虫 幼虫 卵 さなぎ 幼虫 

⑶① メダカは川の流れに流されないように，水流に逆らう（つまり刺激元である上流側へ移動しようとする）習性がある。 

 ② ミミズは乾燥しないように，光から遠ざかる習性がある。 

 ③ ア：オープンスペース理論  イ：マッハバンド理論  ウ：コンパス理論 
 

３ 

⑶ 「太陽の南中時刻＝（日の出の時刻＋日の入りの時刻）÷２」，「昼の長さ＝日の入りの時刻－日の出の時刻」を用いると，地点Ｘで

のＡ月，Ｂ月、Ｃ月の 25 日の太陽の南中時刻，昼の長さは以下のようになる。 

 南中時刻 昼の長さ 

Ａ月 25 日 12 時 12 分 14 時間 28 分 

Ｂ月 25 日 12 時 18 分 12 時間８分 

Ｃ月 25 日 12 時８分 ９時間 52 分 

⑷ 昼の長さから季節を判別できる。Ａ月…６月 Ｂ月…３月 Ｃ月…12 月 

  (別解) 日の出の時刻もしくは日の入りの時刻だけからでも，季節を判断することはできる。 

⑸ 太陽の南中時刻からその地点の東西を判別することができる。Ａ月(６月)25 日の太陽の南中時刻は 12 時よりも遅いので，地点Ｘは

明石市よりも西の地点である。 

⑹ 地点ＹのＡ月(６月)25 日の太陽の南中時刻は 11 時 36 分となり，12 時よりも早いので，地点Ｙは明石市よりも東の地点である。 

  また，地点ＹのＡ月(６月)25 日の昼の長さは 15 時間 22 分となり，６月の地点Ｘ(広島)の昼の長さである 14 時間 28 分よりも長い

ので，地点Ｙは広島よりも北の地点である。 
 

４ 

⑴ ⑵ ばねの性質は以下の表の通りである。 

 自然長 10ｇあたりののび 

ばねＡ 10cm ２cm 

ばねＢ 15cm １cm 

⑶ ばねＡは 25cm－10cm＝15cm のびているので，10ｇ×
15cm

２cm
 ＝75ｇ 

⑷ ばねＢはばねＡよりも自然長が 15cm－10cm＝５cm 長いので，５cm－2.5cm＝2.5cm だけばねＡがばねＢよりものびればよい。 

  10ｇあたり２cm－１cm＝１cm だけばねＡがばねＢよりものびるので，おもりＹの重さは 10ｇ×
2.5cm

１cm
 ＝25ｇ 

⑸ ばねの両端に 40ｇのおもりをつるすと，ばねには 40ｇの力がかかる。 

⑹ 棒の左端を支点とすると，ばねＡにかかる力は，50ｇ×35cm＝175ｇ×10cm となるので，ばねＡの全長は，  

10cm＋２cm×
50ｇ

10ｇ
 ＝20cm である。また，上下のつり合いより，ばねＢにかかる力は，175ｇ－50ｇ＝125ｇとなるので， 

ばねＢの全長は，15cm＋１cm×
125ｇ

10ｇ
 ＝27.5cm である。よって，天井の段差は 27.5cm－20cm＝7.5cm 

⑺ おもりＰを⑩ｇ，おもりＱを 10ｇとおくと，図３のばねＡ，ばねＢにかかる力はそれぞれ⑳ｇと⑩ｇなので，のびは④cm と①cm，

図４のばねＡ，ばねＢにかかる力はそれぞれ 10ｇと 20ｇなので，のびはどちらも２cm となる。図３と図４のそれぞれのばねＡと

ばねＢの全長の合計が等しくなり，自然長の合計は同じなので，ばねののびだけ等しくなればよい。 

④cm＋①cm＝２cm＋２cm→⑤＝４ よって，おもりＰとおもりＱの重さの比は４：５となる。 
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５ 

⑵ 31ｇ－５ｇ×
200ｇ

100ｇ
 ＝21ｇ 

⑶ (15ｇ－５ｇ)×
420ｇ

100ｇ＋５ｇ
 ＝40ｇ 

⑷ ９ｇ×
30ｇ

100ｇ
 ＝2.7ｇ 

⑸ 水を 30ｇ蒸発させたあとの水溶液も飽和水溶液である。飽和水溶液のこさは水溶液の量によって変わらないので，水 100ｇのときで

考える。 

９ｇ

100ｇ＋９ｇ
 ×100＝8.25…％→8.3％ 

⑹ 混合物 30ｇがすべて食塩であってもとけ残りは出ないので，とけ残った 12ｇはすべてホウ酸だとわかる。20℃の水 100ｇには５ｇ

のホウ酸がとけているので，混合物 30ｇ中のホウ酸は５ｇ＋12ｇ＝17ｇ，食塩は 30ｇ－17ｇ＝13ｇとなる。このとき，80℃の水 

100ｇに完全にとかすことができるので，問題の条件とも合致する。 

⑺(ⅰ) とけ残りが食塩のみの場合 

  混合物 40ｇ中の食塩は 36ｇ＋1.5ｇ＝37.5ｇ，ホウ酸は 40ｇ－37.5ｇ＝2.5ｇとなる。このとき，80℃の水 100ｇに完全にとかすこ

とができるので，問題の条件とも合致する。 

(ⅱ) とけ残りがホウ酸のみの場合 

  混合物 40ｇ中のホウ酸は５ｇ＋1.5ｇ＝6.5ｇ，食塩は 40ｇ－6.5ｇ＝33.5ｇとなる。このとき，80℃の水 100ｇに完全にとかすこと

ができるので，問題の条件とも合致する。 

(ⅲ) とけ残りが食塩とホウ酸の両方ある場合 

  20℃の水 100ｇのときにとけ残りが 1.5ｇ出るためには，36ｇ＋５ｇ＋1.5ｇ＝42.5ｇの混合物が必要になるので，問題の条件と合致

しない。 

 


